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授業支援・滑川小学校  

５年理科・ふりこの動き 
２月１６日（火）、滑川小学校で実施した

５年理科『ふりこの動き』の授業支援を紹

介します。本日の授業は、 

① ふりこの実験 

② スライドによるふりこの説明 

③ いろいなふりこの動き 

です。 

①は、ふりこの１往復する時間の計測を、「ふりこの長さ・おもりの重さ・ふれはば」の条件を変えて

行い、その結果からどんなことが分かるのかを調べる実験です。児童たち

は、黒板に取り付けられた大

きなふりこを使った演示実験

を見ながら、ストップウォッ

チで１０往復の時間を計測し、

１往復の時間に換算してワー

クシートに書き込んでいきま

した。規則正しいふりこの動きを注視し、授業支援講師の指示に従って、

真剣に時間を計測していました。25㎝のふりこの長さで実験をした1往復

の時間が約1秒になります。支援講師から、「この実験は、ふり

こ時計として正確な時間になるんですよ。」という話に、児童た

ちは、驚きの顔を示していました。 

②は、天才科学者ガリレオ・ガリレイの「ふりこの等時性」

発見にまつわるエピソードや、ふりこが規則正しく振れるのは、

地球の重力が関係していることなどを聞きました。「テレビのア

ニメに登場するアルプスの少女ハイジを見たことがありますよ

ね。歌に合わせて、長いブランコに乗っているシーンがありま

す。ブランコはふりこと同じですから、一番低い地点での速さ

が一番速くなります。このブランコがもし存在するとし

て画面から計算すると、時速７１㎞の速さになるんです

よ。ハイジはこの速さに耐えられますか?」という話に、

子どもたちから楽しそうな笑い声が出ました。 

③ は、いろいろな動きをするふりこの観察です。ふ 

りこの原理を活用したおもちゃや二重ふりこ、蛇のよう

に動くふりこなど、独特なふしぎな動きにとても興味を

示していました。 

 最後に、本日の学習から分かったこと「ふりこの長さ

が同じであれば、大きくゆれても小さくゆれても、おもりが重

くても軽くても、往復時間は同じ。 ふりこの長さと往復時間は、

長いふりこは往復時間が長く、短いふりこは往復時間が短い。」

を、全員で大きな声に出して確認をしました。 
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